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第 1図 平城ニュータウン予定地内および付近遺跡分布図
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平域ニュータウン予定地内 (一点破繰内)に所在する遺跡 (ア ラビア数字)
については、第 1表を参照されたい。
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1973年度の調査について

日本住宅公団による団地造成計画、およびこれに伴なう予定地内の分布調査、および発掘調査

の経過についてはすでに『茶良山一平城ニュータウン予定地内遺跡調査概報』 (1973年 3月  奈

良県教育委員会)に述べたとおりである。

1973年度の調査は、奈良県・京都府の両府県にまたがって、10月 18日 から■月16日 まで行った。

発掘調査は、奈良市歌姫町で 3ケ所、京都府相楽郡木津町で 2ケ所で実勉した。この他、数ケ所

で分布確認調査をおこなったが、事業地外であったため、今日の予備調査の対象地からはずした。

以上のニュー穿ウン事業地内所在遺跡とその調査状況は第 1表の如くである。
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第 1表 平城ニュータウン予定地内遺跡調査一覧表
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第 2図 第21・ 22・ 23号地点付近地形図

I調 査 地 点 の 概 要

Ⅲ-1 第21号地点 の調査

第21号地点は奈良市歌姫町436・ 437・ 438・ 439・ 452・ 453・ 454・ 455・ 456・ 457番地にわたる

山林である。調査は約 3m間隔に試掃坑を設定し、遺構があればそれを拡張して遺跡の範囲を確

認するという方針でおこなった。瓦片や上器片が含まれていたり、木炭を合んだ層が広がりを見

せている部分もあったが、試掘坑を拡張した結果では、確かな逃構は検出できなかった。
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第3図 第 21号 地 点 遠 景
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